
令和６年度西宮市立学校外国人英語指導助手（ALT）派遣業務 提案仕様書等に対する質問 

 

 質問 回答 

１ ８月中の勤務について、想定される日数、時

間数、内容等についてご教示ください。 

・基本的には想定しておりません。 

２ プレゼンテーションについて、弊社からの出

席人数に制限はございますでしょうか。 

・参加人数に制限はありません。 

３ プレゼンテーションの時間について、PC や

プロジェクター等の準備時間は含まれるで

しょうか。 

・準備時間はプレゼンテーション時間(20 分

間)に含みません。 

（内訳：説明 15 分以内、質疑応答５分程度） 

４ 審査項目、配点について、価格点の具体的な

計算方法をご教示ください。 

・価格点の計算方法を含め、詳細についてはお

答えできません。 

５ 審査にあたる事業審査委員会の構成（役職、

人数等）についてご教示ください。 

・元西宮市立小・中・高等学校長３名、大学非

常勤講師１名、公認会計士１名の計５名です。 

６ 派遣実績について、今回契約を締結する会社

（グループ会社除く）の実績に限るという認

識でよろしいでしょうか。 

・今回契約を締結する会社の実績です。 

７ 提出書類（企画書、各種書類）について、契

約を締結する会社（グループ会社を除く）の

実績のみ記載するという認識でよろしいで

しょうか。 

・今回契約を締結する会社の実績です。 

８ 御見積書に関しまして、宛名、総額、日額、

税抜、税込等、市指定の内容があれば、ご教

示ください。 

・以下、ご確認ください。 

宛名：西宮市教育委員会 教育研修課 

金額：総額は税込、税抜ともに記載 

別途、内訳（１人あたりの金額）の税抜

額を記載 

日額：記載任意 

市指定の内容：なし 



９ 現契約事業者名と令和３年度・令和４年度・

令和５年度におけるそれぞれの契約金額を

ご教示ください。 

・現契約事業者：株式会社ボーダーリンク 

・令和３年度契約金額：66,880 千円（税込） 

※派遣人員 16 名 

・令和４年度契約金額：64,240 千円（税込） 

※年度途中の７月まで派遣人員 16 名、以降 15 名 

・令和５年度契約金額：62,700 千円（税込） 

※派遣人員 15 名 

10 【提案仕様書・２業務内容(3)】  

「～特別活動、総合的な学習の時間におい

て、ALT の特性や特技を生かした取組や支

援を行う」とありますが、令和５年度の特別

活動、総合的な学習の時間での ALT 活用の

具体的な取組内容がございましたらご教示

ください。 

・特別活動で、プレ外国語活動の授業を実施し

ました。（１・２年） 

・学校行事前の特別時間割では、児童の練習を

見学したり、参加をしたりしました。 

・校外学習に同行し、児童と共に活動を行いま

した。 

・給食時間に、メニューを英語で紹介する活動

を行いました。 

・休み時間を利用して英語を使ったインタビ

ュー活動を行いました。 

・クラブ活動を見学したり、参加をしたりしま

した。（４～６年） 

11 令和５年度に配置されている ALT の国籍及

びその内訳人数をご教示ください。 

・本年度は米国８名、英国２名、オーストラリ

ア１名、フィリピン３名、ジンバブエ１名の 

計 15 名を配置しています。 

12 【募集要領 ６ (4)プレゼンテーション】  

プレゼンテーションには弊社から何人まで

が参加可能かをご教示ください。 

・参加人数に制限はありません。 

13 令和５年度の本事業における契約金額をご

教示ください。 

・令和５年度契約金額：62,700 千円（税込） 

※派遣人員 15 名 

14 貴市の外国語教育において、教育委員会が課

題と捉えているものがあればご教示くださ

い。 

・「使える英語」の習得に向けて、学習した英

語を実際に使ってコミュニケーションをとる

機会を増やすこと等が課題であると考えてお

ります。 



15 貴市の外国語教育において、次年度に実現し

たい子ども像と、そのために取り組まれる教

育施策等について、具体的にご教示くださ

い。 

・令和６年度の方策等については、現在、計画

段階にあるため、お答えすることはできませ

ん。欄外に令和５年度分を記載しております

ので、ご参考にしてください。 

16 令和 3 年度から令和 5 年度の現時点までに

発生した、年度途中の ALT 交代の発生件数

をご教示ください。 

・令和３年度 ３件 

・令和４年度 １件 

・令和５年度 ２件 

17 子どもたちが一人一台端末を自宅に持ち帰

ることができる環境になっているかどうか、

ご教示ください。 

・一人一台端末は自宅に持ち帰ることができ

ます。 

 

 

（取組みの重点） 

グローバル化の進展により、外国語によるコミュニケーション能力は、生涯にわたる様々な場面で必要

とされることが想定され、外国語を用いて互いの考えを伝え合い、理解し合うことの重要性は増してい

る。 

このことを踏まえ、自立した人間として、主体的に判断し、多様な人々と協働しながら新たな価値を創

造することができるよう、英語をはじめとする外国語教育の充実を図る。 

また、言語の背景にある文化の理解や相手への配慮を行いながら、主体的に伝え合う能力の育成に取り

組む。そして、豊かな語学力やコミュニケーション能力、主体性や創造性、チャレンジ精神・異文化理

解の精神等をもってグローバルに活躍する人材を育成していく。 

 

（具体的方策） 

・ALT（外国語指導助手）や児童生徒用 ICT 端末等を有効活用して、自分の考えや気持ちを伝え合う言

語活動を中心に据えた授業づくりに取り組む。 

・小学校においては、ALT だけでなく地域人材も活用し、中学年での外国語活動、高学年での外国語科

の取組みを充実させる。 

・中学校外国語科においては、小学校で学んだ音声から、文字への円滑な接続、学びの連続性を図る。 

・高等学校外国語科においては、小学校及び中学校での学びを踏まえ、五つの領域の言語活動や話すこ

とと書くことによる発信能力の育成に取り組み、コミュニケーションを図る資質・能力を育成する。 

 


